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ＣＯＮＴＥＮＴＳ 
五風十雨  関電幹部の多額の金品受領が話題になっている。魚心あれば水心 

だろうが、電気料金に上乗せされたツケを払わされている市民が怒るの 

は当たり前だ。電気と言えば先の台風 15 号による停電被害は私の住む 

千葉県で広がり、会員の中にも不便さを経験した方がいた。 

2000 本もの電柱がなぎ倒され送電がストップしたのが原因だが、復旧の見通しが甘

く混乱を招き東電が非難された。そこで注目されるのが住宅エネルギーシステムだ。

太陽光発電と蓄電システムを組み合わせると電力会社に頼らずとも生活できる。 

 今年のノーベル化学賞を受賞した吉野彰さんはリチウムイオン二次電池の発明者

の一人でスマホやパソコン更には電気自動車に幅広く利用されているのが理由だが

住宅用蓄電システムでもリチウムイオン蓄電池が使われており、この分野で当社はシ

ェアNo.1だそうで、2009年から始まった電気の固定価格買取制度の期間満了や停

電対策で業績が伸びていると聞く。道を開いてきた皆さんに感謝する（H） 

東京支部発足２５周年を祝って 
 

元号が代わった節目の年に当支部発足２５周年を迎えられた
事をお祝いし、これまで運営に携わって来られた歴代役員の方々
のご努力とご協力頂いた会員の皆様に感謝申し上げます。 
 平成6年（１９９４年）36名の会員からスタートした当支部は現在
640 名を数えるまでになり、各行事や同好会活動に多くの会員の
皆様が参加され今日に至っています。 
 ただ課題も抱えており、その一つはアクティブ会員の減少です。
会員の平均年齢の上昇も要因の一つですが行事や同好会の参
加人数が低下しています。 
二つ目は会員数の伸び悩みです。右図のように２０１５年の６７５
名をピークにここ数年減少が続いています。 
これらの課題解決には魅力ある社友会づくりと自覚しており、４半
世紀の礎の上に新たな歴史を刻むべく、令和元年をスタートの年
として皆様のご協力のもと“会員の絆”を深め、社友会活動の充実
に取り組んでまいりたいと思います。 

東京支部長 橋爪静夫 

支部発足 25 周年記念号 

＜15周年＞市ヶ谷ビル（当時）とエルムホールで健康講座 (2009) 

＜20 周年＞シーバンスと多目的ホールで新春年賀会（2014） 

・会員数は各年度末現在数 

・2008 年度は東北分会独立 

＜世界の亀山モデル＞工場見学（2007） 

＜10 周年＞東京ミレナリオ/写そう会提供（2004） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                    ２０１９年度 秋冬号 

 

特別企画  支部発足 25 周年記念誌 

年表 東京支部発足～現在まで 

  

1992 

1993 

1994 

1995 

1998 

1996 

1997 

1999 

2001 

2002 

2004 

2005 

2007 

2008 

2009 

2012 

2014 

2016 

2019 

2013 

2017 

2015 

液晶ペンコム PI-3000 発売 

・創業 80 周年/幕張ビル竣工 

・SEH・SLH 国内２販社体制スタート 

・液晶ビューカム VL-HL1 発売 有志による準備会発足 

・支部発足 

・支部長に梶浦寛氏 

ＷＯＢ会発足 ・阪神・淡路大震災発生。兵庫県に会社製品１億円寄付 

・名機 WDX800（ワープロペン書院）発売 ・支部長に松野俊一氏 

・社友 Tokyo 創刊 

 
平和会発足 

健康歩こう会発足 社長に町田勝彦氏就任 販社統合 SEMC スタート 

写そう会発足 
液晶テレビ宣言 

“２０世紀に置いてゆくもの ２１世紀に持ってゆくもの” 

事務局常駐体制を敷く 
・カメラ付き携帯電話 J-SH04“写メール” 

・AQUOS C１シリーズ発売 
天狗会/囲碁同好会発足 

支部発足 10 周年 世界の亀山モデル 出荷開始 

支部 HP 開設/釣り同好会、

ボウリング同好会発足 

 

とうりゅう会発足 ・社長に片山幹彦氏就任 

・液晶テレビ国内シェア 43.9％ 
・支部長に西口孫一氏 

・東北分会独立 

・支部発足 15 周年 

・第 1 回健康講座 

・支部長に成田征二氏 

・事務所移転（シーバンス） 

・カラオケ同好会発足 

・支部発足 20 周年 

・遠遊会、吹矢同好会発足 

・支部長に沼秀伸氏 

・事務所移転（幕張） 

・支部発足 25 周年 

・支部長に橋爪静夫氏 

堺市に 3800 億円投じた液晶パネル工場完成 

創業 100 周年 社長に奥田隆司氏就任 鴻海 G とパートナーシップ 

第一次早期退職者募集（3,000 人） 

社長に高橋興三氏就任 

・鴻海傘下入り決定  社長に戴正呉氏就任 

・債務超過で東証二部に指定替え 

・単元株式数を 1,000 株から 100 株に変更 東証一部に復帰 

・SEMC/ＳＢＳ/ＳＥＫが合併 ＳＭＪ誕生 

 

携帯国内出荷 2005～2010 迄シェア 1 位 

第二次早期退職者募集 （3,234 人） 

ヘルシオお茶プレッソ発売 



 

 

 

 
  支部発足第１回総会  

1993 年に在京会員の有志が準備会を発足させ、本部との協

議を重ねて実現に漕ぎつけた。準備会のメンバーが支部発足

後も運営と活動の核となり、基礎固めを進めた。 

 

                  新春懇談会 懇親パーティー 

当時は会員数も少なかった為、幕張ビル２１F の会議室で新

年の懇談会が開催され、同じ２１F にあるパーティールームで

懇親会が開催された。乾杯の発声は林宏三さんと思われる。 

 

                   第２回支部総会 

有楽町の「銀座クルーズクルーズ」で開催された第 2回支部

総会風景。植木宏さんの司会で議事が進められ、第 2代支

部長に松野俊一氏が選出された。 

 

 

 

                新春懇談会 

この頃会員は５００名近くなり、参加者も２００名を超えた為、

幕張ビル多目的ホールを使い盛大な年賀会が開催された。

又、同好会の作品展示など工夫も為された。 

 

                         秋の大懇親会 

３８名参加 貸切バスで信州の旅。小諸懐古園～上田城址 

～戸倉上山田温泉（泊）～別所温泉～軽井沢（鬼押し出し） 

の行程。この年を最後に懇親旅行は休止となっている。 

 

（３）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                    ２０１９年度 秋冬号 

 支部行事のアルバム～20 周年まで 

1994年 5月 

1996年 5月 17日 

1996年 1月 30日 

2006年1月２０日 

ご挨拶をする松野支部長 写そう会の作品を展示 

2008年 10月 26日～２７日 



 

                     第１回健康講座 

支部発足15周年記念行事として健康講座を開催。エルムホ

ールにご夫人同伴含み 100 余名が集まり、「食のバランス」の

話や「生活習慣病」について熱心に聴き入りました。その後、

健康講座は秋の行事として定着し、計 8 回実施しました。 

 実施日 主なテーマ 参加者 

第 2回 2010.10.2 アルコールと健康 90 名 

第 3回 2011.10.1 脳梗塞予防と早期治療 115 名 

第 4回 2012.10.6 心臓病が気になる時 116 名 

第 5回 2013.10.5 前立腺とお小水の話 100 名 

第 6回 2015.10.3 脳疾患・がんの早期発見 88 名 

第 7回 2016.10.4. 知っておきたい介護情報 89 名 

第 8回 2017.10.16 お寺とお墓・相続対策 83 名 

 

 

                      新春年賀会 

出席者 220 名、この時の会員数は 581 名 

幕張という場所にも拘わらず４０％近い出席率でした。 

佐々木元副社長もお元気なご様子で懇親会の冒頭ご挨拶を

され、和やかな親睦の場がスタート。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      新春年賀会 

会社の首都圏地区拠点集約に伴い、前年秋に社友会事務

所も浜松町のシーバンス 15 階に引越し。２２階の多目的ホー

ルで開催した年賀会では奥田社長によるご挨拶（DVD）や林

支社長の取組み方針を伺いました 

 

 

                    20 周年記念講演会 

支部発足２０周年を記念して元プロ野球選手の水野雄仁氏を

招き、池田高校時代やジャイアンツ時代のこぼれ話などユー

モアたっぷりのお話を聴いた後、抽選でサインボールを参加者

にお渡しした。 
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2009年 10月 3日 

ご挨拶をする西口支部長 佐々木元副社長が乾杯のご発声 

2010年 1月 21日 

ご挨拶をする成田支部長 取組みを説明する林支社長 

2013年 1月 27日 

蔦監督との思い出話を聴く参加者 

2014年 10月 14日 

水野雄仁氏 



 

 

 

記念事業の一環として、6月に支部ホームページにオープンし

た「２５周年記念サイト」に寄せられた会員の皆さんの投稿の

中から、記念誌編集委員が選んだ作品を掲載します。 

◇投稿テーマ ＜思い出写真館＞＜私とシャープ＞＜第 2

の人生＞＜私と同好会＞＜今だから言う＞＜あの人は今＞ 

◇25 周年記念誌編集委員 （25 周年記念サイト運営担当）              

2442 有川   顕 3692 中村 典男 

4282 狩野窪 久士 5188 臼井 輝一郎 

6091 増本 哲夫 6306 松島  理 

 
初めての転勤と赴任地・旭川      ＜私とシャープ＞ 

 

１６５４ 森野 敏男さん 
 

〇中々赴任地を言わない上司 

 入社２年目の１９６４年は、テレビ需要が一巡し業界は不況

で、会社もシャープの出先と代理店を一元化して販売会社を

設立、管理責任者が必要になる時期であった。 

１９６５年１月末に突然部長・課長に応接室に呼び出され転勤

を命ぜられた。部長は販売会社管理責任者の使命・留意点

等転勤心得を話されたが中々肝心の赴任地の話が出て来な

い。 

私の方から「一体何処へ行くのでしょうか」と尋ねた所「誠に言

いにくいが２月１６日付けで旭川へ行ってほしい」との事。 

課長の方からは「近々結婚予定と聞いているがよく検討する

様に」との事である。翌日、実家に帰り、親父に話すと共に妻

の実家に連絡をして、地元の「多賀大社」での結婚式日を決

め赴任する事になった。 

〇兎に角遠かった 

 今では旭川へは飛行で２時間余り、且つ、数便あり簡単に行

けるが、当時は列車での赴任である。 

東京へは前年に開通した新幹線に初めて乗り、東京支店に寄

り関支店長に挨拶を済ませ、昼１時上野発の特急「はつかり」

に乗る。 

東京は冬晴れであったが、盛岡あたりからチラチラとし、夜中

の１２時に青森に到着すると雪は降り続いている。石川さゆりの

「津軽海峡冬景色」にそのままの景色で、今でもこの歌を聞くと

当時を思い出す。「青函連絡船」に乗り、函館からは特急に乗

り、札幌支店で着任挨拶を済ませ、旭川に向かう。「あと１０分

で旭川到着」のアナウンスがあるが車窓は真っ暗で灯り一つ見

えず「一体どんな処だろう」と不安になったが、ようやく２日かけ

ての到着。「思えば遠くへ来たものだ」 

〇兎に角寒かった 

 一番寒い時期に着任した事もあり朝は連日零下２０度以下、

冷蔵庫の冷凍室が零下１８度と聞いた事があるが、兎に角仕

事より気候に慣れる事が先決であった。今では何の苦労もなく

冬を過ごしているが、旭川の冬は一歩間違えば凍死してしまう

寒さとの闘いであった。 

〇兎に角広かった 

 着任時にシャープ電機の釧路・帯広・北見と合併し、利尻・

礼文から知床・根室・襟裳岬までと非常に広範なエリアにて何

処へ行くのも宿泊出張であり、冬は列車の遅延は日常的で自

然に任せて生きて行くより方法がなかった。 

〇体当たりの業務習得 

 入社２年目の新米管理責任者であった為その知識・経験は 

ほとんど無く、且つ、当時は業務マニュアルもなく、税務署で税 

 

務申告手続き、社会保険事務所・職業安定所(現ハローワー

ク)で社会保険の資格取得(喪失)手続き、銀行の借り入れ交

渉等体当たりで習得して行った。 

そして、会社の販売網戦略の「７０作戦」が展開される事になり、

管理責任者は電化センター設立の法手続き・監査役としての

経営指導を余儀なくされ、その知識を習得すると共にそのお

陰で販売会社の経営管理のポイントを自然に身につける事が

出来た。 

〇兎に角一体感のある職場 

 当初は出向社員と本社員、トップと社員の関係が少々ギクシ

ャクしていたが、その後諸々が改善し一体感のある明るい職

場になり、職場結婚のカップルが次々に誕生もした。北海道は

会員制結婚式が主流にて私自身も発起人となり、仲間の門

出に一役担えた懐かしい思い出がある。 

そして、定年後「たいせつ会」として年１度のペースで当時の仲

間のとの交流を深め、２０１０年５月には「旭川」で開催された。 

〇結びに 

 私自身、定年まで販売会社の管理責任者を務めさせて頂き

ましたが、今でも旭川時代の諸々の経験が大きなプラスにな

ったと実感しています。 

 

海外ロングステイを楽しむ       ＜第 2 の人生＞ 

 

4199 鈴木 敏夫さん
 

初めてタイランドに行ったのが、

今から 19 年前埼玉勤務の時

です。当時の上司からのお誘い

で参加メンバ－は４名、私のタ

イのイメ－ジはどちらかと言えば

悪いイメ－ジでしたが参加して

変わりました。先ずは旅行のス

タイルがツアーでなく、バンコク

行き航空券だけ購入して当日

のホテル探しは３軒訪問、部屋を見せてもらい自分が気に入

ったホテルを予約、１泊１ル－ム（５星）で当時は６０００円、安

いのにびっくりです、夕食はホテル近くのレストラン、ここでびっく

りは成田空港で購入した高級スコッチを無料で持ち込みが出

来、日本では考えられません。観光はアユタヤへ列車で１時

間半ぐらいでした（片道日本円で２００円）水上バスは１５円位

でした。この時の体験と治安、物価、気候、文化などもよく、現 

役時代 3-4 回行った後一人で行ってみようと思い実行、まず

１週間パタヤに滞在、毎日が楽しく過ごせました。56 歳頃から 
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 25 周年記念サイト投稿（編集版） 
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定年後 1 カ月～3 カ月間のロングステイを計画する様になり、

酒の席で良く皆さんに語り掛け、60 歳から有言実行。昨年の

10 月で 10 年間 15 回目標達成しました。 

 ここからはロングステイでの生活を紹介します。ホテルはアパ
－トメントで契約1カ月3

5㎡の部屋で5～6万円、

食事はコンビニと外食 1

日 1000 円あれば 3食

（お酒は別）十分です。

アクセスは現地の乗り合

いタクシ－（ソンテウ）30

円、但しコースが決まっ

てます。通信は現地の

モバイルショップで携帯

を購入本体 2000 円通

話代はコンビニでシムカ

－ド（150円）プリペイドカードを 300円を購入通話代は 1分 3

円 日本への通話代は1分21円、当時はパソコンを持参スカ

イプで毎日ビデオ通話（無料）で妻と友人に—15年前からスカ

イプで知り合いました現地

の友人宅にホ－ムステイ

したりし家族ぐるみのお付

き合い（東京大学院を卒

業日本語3級の資格を取

得）いつも電話で通訳をお

願いしてました。 

思い出の残る観光地は、

チェンマイ一人旅とカンボ

ジア国境近くのチャン島

（パタヤからマイクロバスを 

3 回乗り継ぎチンドン旅行）、アユタヤ（ローカル列車）、楽しい

思い出は沢山出来ました。まだまだたくさん在りますがここまで

にします。 

 

東日本大震災体験談           ＜私とシャープ＞ 

 

5838 菅原 澄男さん
 

東日本大震災から 8 年が過ぎましたが、シャープ仙台ビルで

の体験談を投稿させていただきます。 

2011 年 3 月 11 日、私はシャープ仙台ビルの 2階事務所で

仕事をしていましたが14時40分頃福井県敦賀の後輩より電

話があり、3 月 9 日の地震は大丈夫でしたかとの事。（9 日の

地震は三陸沖地震で東日本大震災の前震と考えられている）

私は埼玉の日赤病院に検査のため行っていて少し長い横揺

れだったと話していると、14時46分に突然大きな揺れが襲っ

てきた。地震の話をしている時に地震がきて、それが東日本

大震災の始まりだった。電話を切り、床に這いつくばったが、凄

い揺れで身動きが取れず、しかも時間の長いこと、ダメかと思

いました。地震がおさまり振り返ると女性事務員はきちっとヘル

メットをかぶっていた。さすがだ！（私は無防備、情けない）そ

の後、中庭へ避難したが、かなりの雪が降ってきてとても寒く

社有車へ避難、その後も強い余震が続いた。帰れる人は帰路

についた。社内のマルチ回線はしばらくつながっていたが、そ

れもダメになった。ライフラインもダウンしており全体状況がつ

かめず、まさか津波がきているとは全く知らなかった。 

単身赴任マンションのエレベーターも止まり１０階の部屋は給 

湯器が倒れ住める状況になく、やむなく社有車に社員３人で 

 

寝泊まりする羽目になってしまった。 

（１１～１３日の３日間）車での寝泊まりは他にもいたが、１～２

日でガソリンが切れアウト、ところが社有車は３日間ガソリンもあ 

まり減らず大丈夫だった。車がトヨタのプリウス（ハイブリッド車）

だったのでバッテリーの充電が必要になるとエンジンが始動し、

充足するとエンジンが止まるためガソリンがあまり減らず持ちこ

たえられた様だ。プリウスの素晴らしさを痛感した次第であった。

災害時の車はハイブリッド車がおすすめです。（大震災後、車

の電源利用が見直された） 

 余談ですが３月１１、１２日の夜空は真っ暗闇の中、満天の

星空で、こんな綺麗な星空は何十年も見たことがなかったで

す。 

震災２日後の１３日から１４日、１８日、１９日、２０日、その後も

救援物資がトラックで続々と届くようになりました。飲料、食料、

衣類、寝具、燃料、電源類、自転車、衛生関連、食器、簡易

トイレ等雑貨類、その他にも要望したものはほとんど届きました。

素早い対応でシャープの素晴らしさを再認識、実感しました。

仙台の社友会の皆さん、取引先、下請け企業等にも配ること

ができ、皆さんから大変感謝されてうれしい限りでした。 

 しかしながら課題もありました。災害対策本部がシャープ本

体と、販社にもでき、それぞれの立場で報告と対応を求められ、

現場は混乱しているのに大変な思いをしました。レベルは違え

ども福島原発事故の現場、政府、東京電力のやり取りをテレビ

で見ていて現場の大変さを痛感していました。 

 福島原発事故での福島エリアでのサポート等、書きたいこと

はまだありますが、次の機会とさせていただきます。 

 

達観、未だ遥かなり           ＜私と同好会＞ 

 

968 伊藤 敏雄さん 
 

 土曜日の朝、市ヶ谷駅前は思いの外閑散としていた。 

 平成９年 6 月 21 日である。 

 懐かしさにひかれて外濠公園（市ヶ谷土手）を散策したが、

人影はまばらで、緑陰を通り抜ける風は爽やかだった。雨上が

りの空は青く澄みわたり、木漏れ日もまだ暑気を運んではいな

かった。 

 目を転じると木の間隠れに、つい先ごろまで勤めていたビル 

が見えた。手招きしているかに思えて、一瞬戸惑いを感じた。 

 仕事から解放された安堵感と一抹の寂しさ抱きつつ、麻雀

愛好会（平和会）第１回例会に向かったのはそのすぐ後のこと 

だ。 
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 仕事と家庭、そのハザマであくせく苦闘を強いられた日々が

郷愁になりつつある中で、ふと頭をよぎったのは 

 「これからは、何をしてもいいんだ」 

 「これからは、何もしなくてもいいんだ」 

という両極の思いである。 

 もちろん人や社会との関わりがある限り、公序良俗の枠から

はみ出るわけにはいかないとしても、節目を迎えた身としては

意識せざるを得ないことだった。 

 そのとき「達観」の２文字が唐突に浮かんだ。 

かなり前に、歳を取ったらそんな境地になりたいと思ったことが

あったが、そういう時期に差し掛かったからかも知れない。 

 しかし、達観の意味するところを明確に把握していたわけで

はなく、またそれを意識することもなく、いつも通りの生活の流

れに任せて、何と２０年余りが過去形の中に埋もれてしまっ

た。 

 その間、社友会との関わりは、麻雀あってこその繋がりだった

と思う。 

 雀卓を囲んだ小さな空間にも人生の縮図があって、一喜一

憂をぼやきながらも楽しむひと時はなかなか得難いものだと思

う。 

 今や俗世にすっぽりはまった身には、器の内側は見えても広

い視野で全体を俯瞰し、なお先を見通すことなど未だ出来て

いない。 

 せいぜいちょっとした高台から、乏しい知識と体験のみで近

間を眺める程度でしかない。これでは達観のかけらも感じられ

ない。 

 さらに達観には、「喜怒哀楽を超越して、何事にも動じない

境地」の如き意味もあるが、超越とは何か？ 

理性で抑えられても、喜怒哀楽を無にすることなど出来ない。 

いちいち顔や態度に表さないという泰然自若のことか？ 

外に出さない分、腹が膨れるほど溜めて、それで人生楽しい

か？ 

 何もここで考えることではないが、抑えるにしても自分で出来

る範囲はたかが知れていることを思えば、悟りを開かない限り

ここでも達観は無縁の存在になってしまう。 

 話が迷路に入ってしまったが、日々些細なことで右往左往し、

大きな煩悩の塊も一向に小さくなる気配がなく、ただ時間だけ

が正確に過ぎて行く日常に慣れている平凡で普通の自分を認

めざるを得ない。 

 これもまた人間らしい生き方である。 

わいわいがやがや言いながら楽しむ麻雀に勝るものはない。 

だから達観は、自分にとって遥か遠いところに存在する境地で

ある。 

 しかし、近づくことは難しくはない。 

 

火山の怖さ               ＜今だから言う＞ 

 

6123 山下 信さん 
 

 昨年 1 月に草津白根山が突然噴火し、訓練中の自衛隊員

が噴石に当たり死亡しました。 

実は、36 年前小生もすんでのところで同じ様な危険に巻き込

まれるところでした。 

 1983 年志賀草津道路に気象観察設備を設置する工事を 

シャープが受注しました。小生は営業部員でしたが、工事を経

験した方が現場を理解し、客先に良い提案が出来るようにな

るとのことで、工事課長からある程度説明を受け現場に乗り込 

みました。 

 

 実際の工事は、草津町内の土木、電気工事業者を下請けと

してお願いし、工事を始めました。実際は素人の集まりの様な

ものですから、小生は職人を帰した後、現場に座り込み、これ

で今日は良かったのだろうか、なんの音も聞こえないシーンとし

た所で１時間ほど考え込んで山を下りてくる毎日でした。 

11 月に何とか工事も完成し、奈良の技術部に現場調整をお

願いし、全ては完了しました。14 日（月）に発注者の竣工検査

の日程が決定し、12 日は市ヶ谷に完成図書の整理の為、帰

社しました。13 日の日曜日には書類を車に積み込み、草津に

向けて出発しましたが、カーラジオから草津白根山が噴火した

との臨時ニュースがありました。草津に近付くにつれて灰が積

もり出し、やっと草津白根山のお釜の近くにあるレストハウスに

着きました。駐車場には１０～２０ｃｍ程の噴石がアスファルト

を破り、めり込んでいます。幸い気象設備機器には当たってお

らず無事でした。14日の検査には発注者と小生合わせて5人

程で現場検査を開始しましたが、近くに大学の火山学者とＴＶ

カメラマンが来ており、お釜に登り出しました。我々もヘルメット

姿ですから紛れ込んで一緒に登り、お釜の中に入り写真を撮り

合いました。その内一人が突然、青い顔をして倒れました。火

山ガスを吸い込んだようで大変だということなり、皆で担ぎ上げ

急いで山を下り事務所で介抱しましたら、何とか顔色が戻り、

会話もできるようになりました。噴火による死者はゼロでしたが、

危ない所でした。 

 36 年も前のことですが、昨年の噴火報道で改めて思い出し、

人生ついていると感じています。 

 

ザウルス誕生秘話             ＜今だから言う＞ 

 

４０４９ 橋爪 静夫さん 
 

「誰でも・何処でも・何時でも」が合言葉だった。「新情報携帯

ツール」デビューに向けて開発が始

まったのは、前衛モデル「ＰＶ－Ｆ１」

が啼かず飛ばずに終わり、生産ストッ

プを余儀なくされた頃だった。  

大ヒットした「電子手帳」を作り出した

この事業部では、「高密度実装技術」

があり、「軽薄短小」は得意技だから、

「ＰＶ－Ｆ１」をベースに小型化の目

標設定を始めた。のちに、「三つの１／２と三つの２倍」と名づ

けた、重さ・体積・価格や演算スピードなど前衛モデルの反省

点からスタートした。 

本部内にあるデザインセンターから、「モックアップモデル」が

何案か出され、ハードスペック・内蔵アプリなどを商品企画会

議で議論する。 
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 これと並行して、技術陣が各種の設計に基づき、目標規格

に収まるよう部品の調達やソフトウェアの組み込みテストを重

ねる。 

こうしてある程度目処が立った時点で、本部で行われる「企画

決定会議」に上程されるが、この時点で国内専用モデルなら

「国内営業本部」など外部の部門からも責任者が参加して審

議をするのだ。  

企画決定の時点で、どういうデビューをさせるのかのランク付

けも決まるが、この商品は大々的にＰＲする「ＳＴＭ戦略商品」

にすることになった。 

「ＳＴＭ戦略商品」とは、シャープトータルマーケティングの略称

で、指定されるとＴＶＣＭも投入されるから、効果も大きく、大

量販売が期待できる代わりに、「上納金」を要求される。売価

（価格体系）は企画決定段階で決められるから、「上納金」を

捻出するためは、開発コスト（製造コスト）を計画より更に下げ

なければならない。  

 コストダウンには色々な手段があるが、中でも大きいのは、無

形固定資産の償却費で、生産計画を増やせば当然１台あたり

の負荷が下がるから、営業の私に販売計画の見直しを迫る。

販売期間を延ばせばよいのだが、それでは次期モデルまでの

サイクルが長くなり、持たないので、「えいや」の世界で承認す

るしかない。 

部品コストダウンも壮絶で、最後にはキャビネットを「塗り」と言

われる塗装も辞めて「生地」のまま造る事にしたが、材価感が

大きく劣るとデザイン部門からクレームが出たがコスト優先と押

し通した。  

 そんな中で商品の

「名称」を決める場面

があった。宣伝部・総

合デザイン本部・生活

ソフトセンター・事業

部・私のところなどから

「候補」が出され、そ

の中から「ペン」で操

作する「コンピュータ」

で『ペンコム』に絞られ、

ちょうどその頃、電子

機器事業本部のビデ

オカメラ『液晶ビュー

カム』がヒットしていた

ので、最終的に『液晶

ペンコム』に決まり、こ

れに沿って宣伝部と

一緒になって「カタログ」デザインを進めていたところ、事業部

長から「待った」が掛かった。事業部で推していて落選した『ザ

ウルス』の名前が捨てきれないと言う。訳を聞くと、どうやらもっ

と上の”声”のようだった。一旦『液晶ペンコム』と決めた国内営

業本部長である「Ｋ副社長」にもメンツがある。生産事業本部

に乗り込んだところ、会議室には、生産事業を統轄する「Ａ副

社長」が待ち受けていた。 長く続いた議論の末、「Ｋ副社長」

が両案を採用して商品カテゴリーを『液晶ペンコム』、ニックネ

ーム（愛称）を『ザウルス』とする折衷案で決着した。上席の「Ａ

副社長」のメンツを立てるために一歩譲ったのだ。こうしてカタ

ログには二つの名前が併記され、デビューしたが、ユーザーは

『ザウルス』の方を支持し、「ペンコムレディ」という女性インスト

ラクターの組織も『ザウルスレディ』と呼ばれるようになり『液晶

ペンコム』の名は消えていった。  

 

 

デビューが近づき、ＴＶＣＭの案が宣伝部から幾つか用意され、

恒例となっていた「辻社長ＣＭご確認」の頃だった。社長室か

ら呼び出しがあり、社長が商品を見たいと言って来た。私と「Ｈ

副事業部長」「Ｍ企画部副参事」の三人で、未完成の配線が

表に出ている代物を持参して社長室に入った。 

最初にビジネスマンの使用シーンを想定したプレゼンを私が行

なったあと、「Ｍ副参事」が社長にデモを始めたが、直ぐに頭を

傾げ、『君は技術屋か？』と聞かれ、『いいえ、企画担当です』

と答えた。 

暫く続けたが益々頭を傾げるばかり。予定時間が過ぎ、秘書が

入ってきて、次のスケジュールを告げた時、社長は直ぐに戻る

から待機しているよう告げ居室を出て行った。３０分ほどして戻

ると続きが始まったが、「Ｈ副事業部長」に向かって、『お前は

嘘つきだ「何時でも」「何処でも」までは解るが、「誰でも」と言っ

たのに、私には使えない』と言って拗ねてしまった。それから

延々と時間が過ぎ、来客が２件あったが、秘書に待たすように

告げ、開放されたのは２時間以上後だった。   

この社長室での缶詰は、我々の既成概念で操作手順を決め

付けていたものに対し、社長はもっとユーザー目線で考え、

「機械オンチ」でも使える『道具』として、ユーザーインターフェ

イスを改善するよう求めたのだ。  

 現在の「スマートフォン」はユーザーインターフェイスが実にス

ムースになっているが、この時「スマートフォン」に近い操作性

だったら、社長も納得していたと思う。 

 

無農薬野菜に徹した家庭菜園      ＜第２の人生＞ 

 

5158 金井 猛さん 
 

定年退職してからはもう 9 年経過… 

シャープ在職中は全くや

ったことのなかった家庭

菜園を始めて 7年目にな

ります。 

最初は野菜の栽培につい

てのノウハウを全く分から

ず試行錯誤していました

が、JA の春、夏、秋野菜

の講習会等に参加漸く経

験を積みながら現在は沢

山の野菜栽培に取り組ん

でおります。 

この時期ですと夏野菜の定番トマト、ナス、キュウリ等ですが私

の畑ではそれ以外に今大玉のスイカ、インゲン、スイトコーン、

ダイコン、シシトウ、ピーマン、カボチャ、苦瓜、枝豆、里芋、サ

ツマイモも植えてあります。 

今年もスイカが順調に育ち毎日美味しく食べております。 

昨年大型の保冷庫を設置、スイカを丸ごと冷やしております。 

畑も三ヶ所を管理、全部で 400 坪近くの菜園を営んでおりま

す。 

同時にキウイフルーツの栽培もやっており昨年は 1ｔ以上の収

穫がありましたが、保冷庫に保管半年以上食べる事が出来ま

した。 

キウイフルーツは栄養価の高い果物で体には非常に良くここ

数年風邪もひいたことがありません。 

しかしこれだけの畑を管理するのには大変な苦労がいります。 
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まず野菜は害虫との戦

いです。 

寒冷紗等で覆い農薬は

一切使いません。 

又、この時期雨が降ると

雑草がすぐにのびてしま

い草退治に一苦労して

いる毎日です。 

しかしこれだけ体力を使

えるのも健康の証かと頑

張っております。 

 

 

熟年成人式                 ＜第２の人生＞ 

 

 1313  成田 征二さん 
 

私は約 20 年前より、神奈川県川崎市・高津区に住んでいま

すが、この度熟年成人式に招かれ、下欄の表彰状を頂きまし

た。 

還暦から数えて 20 年、いまだ

に市民活動を行っている人を表

彰するもので、高津区の中で、

45 人の人が対象者でした。 

私が何故選ばれたのか？ そ

れは下記の通りです。 

約 10 年前の事ですが、今住んでいる地域のために何か貢献

出来ないかと考え、川崎市主催の「シルバーパソコン教室」の

サポーターの面接を受けたところ、パソコンはあまり詳しくなか

ったが、現役時代の仕事柄コンピュータ用語だけは知っていま

したので、即・採用が決まりました。 

今は、ＫＣＰ（川崎創造プロジェクト）と言うＮＰＯ団体に加わって、

年に 50 回ほどお手伝いをしています。 

幸い川崎には、富士通、ＮＥＣ、東芝等のコンピュータメーカー

のＯＢが多く住んでいますので、その人達とテキスト作りから、

講習に至るまで、手作りで活動しています。 

 

近辺のウォーキング           ＜第２の人生＞ 

 

5188 臼井 輝一郎さん 
 

「日々歩けば薬と医者いらず」と言うが私は歩いていなかった。 

週に4回ほど区営のプールに自転車で行き、1時間軽く泳ぎこ

れで運動十分と考えていた。 

 

ところが加齢による基礎代謝減少をプールのこの程度運動に

よりカバーできていなかったと実感した。 

退職後 8年、ソファーでテレビを眺める日々が多く、昔の通勤

はかなりの運動かつ、カロリー消費があると痛感した。 

水泳しても体重は現役時代から他に原因があるものの、8 キロ

ほど増加したのである。(一部でありきたりの水泳では痩せない

とか 多分水の中で軽く運動することで満足し、つまり体に負

荷をかけていない 特に年配者には当てはまる？) 

2019 年 1 月、近くの区営プールが設備改修等で 3 ヵ月休業

となった。 

さて、3 ヵ月間どうしよう。 

1 月の同好会の集まりの話題で、日々かなりハードなウォーキ

ングされている方がいるのを知った。 

なんと、スマホの歩数計で 1万歩 / 日 を欠かさず、4 年間

続けているとか。 

他にも日々歩いているという方も何人か。(25 周年記念アンケ

ートでもウォーキング比率は社友会で 6割超とか) 

それではプール再開までウォーキングでもするかと決定。 

ネットで「ウォーキング」を検索すると、医学的根拠は無いが 9

割の病気は歩けば治る(おそらく一部の医者の患者等の経験

的意見)？？？とか①免疫力が高まる？②自律神経が整う

③セロトニンが分泌する(幸せな気分になる)等々良いことばか

り。悪い事例は皆無なのでとにかく「減量」目的ウォーキング開

始。私は江戸川区西葛西在住だが、近辺をなるべく自動車の

排気ガスの少な

いルートで草木や

鳥等の自然と触

れ合える道を調

べ、2 月からウォ

ーキング開始し

た。 

①葛西臨海公園 

海浜公園まで往

復すると歩数計で約 1万歩。鳥類園はサギ類が観られます。

土日の海浜公園は外人も含めかなりの観光客。 

②新左近川親水公園～左近川親水公園、ここはオオバンと

いうクイナ科の鳥がいた。ユリカモメの群れも見かけられた。 

これも1万歩程度。 ③東砂スポーツセンター 往復1万歩だ

が1時間泳ぐので

帰宅するとくたくた。

それと清砂橋、葛

西橋を渡るときの

車の排気ガスが

耐えられない。 

④新川 中川を

船堀方面に上が

り、新川を散策、

4 月は桜がすばら

しい。5 月はカルガモも親子がいた。これも 1 万歩強。 

 さて、4 月から区営プールは再開した。そこで自転車一切は

使わない生活習慣とした。区営プールも往復約 30～40 分を

歩き約4500歩、1時間水泳(内、30分ウォーキング) してい

る。 

炭水化物制限とあわせてピーク時体重から 5 カ月で 4 キロ減

少した。 

目標まで 4～5 キロ減、さていつまで続くことやら？ 

（９）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                    ２０１９年度 秋冬号 
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社友 Tokyo 2019 年度秋冬号をお届けします。 

年内もあと僅かになりましたが、会員の皆様におかれましては

恙なくお過ごしのことと思います。 

今年は5月に改元があり、去る10月22日には「即位礼正殿の

儀」が執り行われるなど一連の記念行事が続いています。 

東京支部も今年発足25周年を迎え、講演会や各ブロック・同

好会などの記念行事に加え、今号では記念誌としてページ数

を増やすなど記念事業の企画が続きます。締めくくりは来年1

月開催予定の新春年賀会ですので是非積極的な参加をお

待ちしています。 

 

●各ブロックでイベントを実施しています 

首都圏地区で昨年度から実施しているブロック別の行事開催

が今年度も各地で開催されています。今夏は第2ブロック、第

３ブロック、第４ブロックで懇親会が開催されました。 

また秋には第 1 ブロックで喜劇鑑賞、第４ブロックでは千葉港

巡りを実施しています。 

 
 

 

●令和 2年支部年賀会のご案内 

来年 1 月の支部年賀会は 25 周年でもあることからブロック別

ではなく全体行事で開催することとしました。申し込みは同封

のご案内の用紙で FAX または郵送いただくか１２月上旬にメン

バーサロンに掲載するご案内から申し込みください。 

開催日時  2020 年 1 月 18 日（土）１１：３０～ 

会   場  パセラリゾーツ上野公園前店 

        2F「グレースバリ上野」 

会   費  4,000 円 

●災害発生時連絡網構築について 

この秋にも台風による大きな被害が各地で発生しています。 

前号でご案内しましたが東京支部では自然災害発生時、会

員の安否確認など被害状況を把握し、速やかに会員の皆様

にお知らせするなど情報を共有するために支部管内の地域ご

とに連絡員を配置して事務局との連絡体制を敷きました。 

◇地区連絡員                      （敬称略） 

<地 区> 北海道 北海道 東京・山梨 

<連絡員> 辻田正人 石倉 優 柿本政昭 

<地 区> 新潟 長野 神奈川 

<連絡員> 本田博和 青木博美 北村卓士 

<地 区> 静岡 埼玉 栃木 

<連絡員> 渡部福司 河口和幸 星 光明 

<地 区> 茨城 群馬 千葉 

<連絡員> 佐藤義久 金井 猛 矢田英雄 

◇事務局管理要員 

<支部長> <副支部長> <事務局長> <会計幹事> 

橋爪静夫 渡部 大 門永暁司 中村典男 

 

 

◇仕組み 

１．初期段階ではNTTが提供する「WEB171（災害用伝言版）」

を利用し、地区連絡員と事務局間でやり取りします。 

２．その後事務局が対応を協議し、必要に応じて会員の皆様

にご案内をします。 

●２５周年記念サイト投稿コーナー継続中 

支部ホームページ２５周年記念サイトは2020年3月まで継続

しています。会員の皆さんのお持ちの懐かしいシャープ在職時

の写真を紹介するコーナーや在職時の思い出、近況などを紹

介するコーナーに引き続き投稿をお願いします。 

●役員会レポート 

・日時   2019 年 10 月 1 日 15：30～17：00 

・支部長連絡事項 今回の台風 15号による被害について、イ

ンフラ等の災害の為社友会としては特に際立った事は特に行

っていないので了解頂きたい。 

・2020 年新春年賀会及び支部総会について日程・開催場所

等々の審議を行いました。 

・年賀会  2020 年 1 月 18 日（土） 

パセラリゾート上野公園駅前店（カラオケ同好会開催場所） 

・支部総会 2020 年 4 月 04 日（土） 

池袋サンシャイン クルーズクルーズ・ 

●広報委員会レポート 

・日時   2019 年 10 月 1 日 １３：３０～１５：００ 

・審議内容 

（１）アンケート結果の支部運営反映について 

若い世代の会員を対象に先輩会員などを講師とする講演会

や幅広い情報を集めた支部ホームページの構成を検討する。 

（２）会報「社友 Tokyo」記念号について 

9/18 開催の編集会議結果報告があり承認された。 

 

●会員情報（１） 

  ・９月末現在会員数 644 名 

   STML 会員  525 名  同好会加入 312 名 

   緊急連絡網 携帯メール 65 名  FAX 19 名 

●会員情報（２） 

・訃報     衷心よりご冥福をお祈り申し上げます 

会員 No. お 名 前 享 年 ご逝去日 

5268 黒田 悟 68 歳 7 月 20 日 

3726 早岡 義夫 72 歳 10 月 17 日 

・新入会員の紹介    ご入会を歓迎します 

会員 No. お 名 前 住地域 ﾒｰﾙ 最終所属 

4496 松居 秀行 調布市 ○ 転籍 

7013 加藤 裕之 中央区 ○ SMJ BS 

7033 山口 和彦 青梅市 ○ 通信 

7034 泉  貞雄 横浜市 ○ SMJ BS 

（１０）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                   ２０１９年度 秋冬号 

 事務局便り 

Topic 

10/9 千葉港巡り（カモメの先のポートタワーで懇親会） 

お知らせ 

会員情報 
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四季酩酊  第 134 回 

 

ぶら下がり健康器   酒坊 

 

腹筋マシンを粗大ゴミで捨てた。俳優の宇梶がＣＭの「倒れ

るだけで腹筋」のあれである。腹囲が９０㎝を超えて、スーツの

ズボンも喪服のズボンも合わなくなっていた。それで、楽々腹

筋ができるならと飛び付いたが、ＣＭお決まりの「個人の感想で

す」で、腹は凹まない。食事療法もしなければ、ぎったんばった

ん倒れるだけでは痩せないのだ。 

「つれづれなるままに、日暮らし、硯にむかひて、心にうつり

ゆくよしなしごとを、そこはかとなく書きつくれば、あやしうこそも

のぐるほしけれ。」と兼好法師ではないが、座卓で日暮し川柳

を唸っていると、腰にくる。肩凝りも酷い。腹筋マシンを横目に

みるしかない。 

背丈が年々縮む。最長は１６７㎝あった。（孫は嘘だと言っ

て信用しないが本当である。）９月の健康診断で計測したら、１

６２㎝ちょっとしかない。「あごを引いて。」とおばちゃん看護師

から注意を受けるが、猫背であごが引けない。 

孫の運動会に行き余る時間に校

庭を巡った。高低差のある鉄棒が

あった。懸垂が得意だったなと思い、

手を掛けたが、１㎝も浮かない。ぶ

ら下がっているだけでも大義だった

が、降りて見ると体が楽だった。そう

いえば、４０年位前に家にあった「ぶ

ら下がり健康器」を思いだした。 

さっそくパソコンで Amazon を開い

た。懸垂なんて妄想だ。ただ、ぶら下がるだけでいい。あれこ

れ検討して注文した。腹筋マシンのあったところに、ぶら下がり

健康器を置いて、気が向くとぶら下がった。２０秒もぶら下がれ

なかったが、今はその倍は維持できる。朝起きると腰が痛い。

机に向かっていると肩が凝る。ぶら下がると痛みが消える。 

 

背丈が伸びるのを密かに期待している。 

 

    
 

 

 

 

北海道 OB 会による「19 年度懇親会」が開催されました。 

今日の札幌の朝は気温 2度、十勝（NHK なつぞらの舞台）の

陸別や道東の摩周温泉では氷点下。 

北海道の秋の訪れを告げる大雪山系の紅葉が始まるのは 8

月末頃からそして盛りは 9 月下旬。針葉樹の緑と落葉、広葉

樹の黄、朱色のコントラストが綺麗な日本一早い紅葉です。 

紅葉は大雪山系から私達が住む街へ足早に駆け降りてきま

す。この投稿が掲載される11月中頃には紅葉も終盤を迎え、

初雪の知らせが届いているかもしれません。北海道はもう冬間

近です。 

そんな少し肌寒くなった10月 26日（土）札幌の東急REI ホテ

ルで北海道 OB 会の懇親会が開かれました。 

 

 

 

 

 

（25 周年記念サイト投稿より転載） 

 

糖尿病とのつきあい    

4463  河口和幸さん 

 

現役時代は、糖尿病の薬グリミクロンを服用しておりました。 

退職と同時に３ケ月に一度の血液検査を欠かさず受けると同

時に、いろいろな本などを読みながら、一日一万歩のウオーキ

ングを始めました。 

これは無理なく体重を減量することに成功し HbA1c の数値が

徐々に落ちてきました。 

その次は、ビタミンＣの摂取です。糖尿病の薬は血糖値をコン

トロールすること

で合併症を防ぐ

方法です。根治

には全身にある

グロ－ミュー細

胞の再生をする

ためビタミンＣを

摂取するが有効

とのことです。 

１つ目は、食事の前に低速回転のジューサーで作る、ドロドロの

野菜ジュースを飲むことでした。

当時そのようなジューサーは

高値の花でしたが、低速回転

のシャープのヘルシオジュー

サーが発売されるとすぐに購

入し毎日８種類の野菜・フル

ーツでジュースを作り、ジュー

スと絞りカスの一部を混ぜて

飲用しています。 

２つ目は、柿ノ葉茶の飲用で

す。どうやら柿の葉茶にはビタ

ミンＣが多く含まれているよう

です。これは、柿の葉寿司で

有名な奈良県のアンテナショップ「まほろば」で買い求めました。 

さらに、夕食のご飯は少なめに又お酒は焼酎の水割りを１杯す

ることで HbA1c は７．０ぎりぎりのところを維持しています。 

 

北海道は広く、この秋の懇親会の時にだけしか会えない方もい

らっしゃいます。苦楽を共にした方々との再会、楽しい語らい、

年に一度の安否確認（笑）。 

42 名の皆さんが元気な顔を見せていただきビンゴゲームやカ

ラオケで大いに盛り上がりました。 

お互いの健康と来年の再会を約束して懇親会は楽しく終了し

ました。 

（集合写真と北海道大学のポプラ並木の金葉（10/26 撮影） 
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第 1 ブロックでは、第 4回イベントとして「ルミネ The よしもと」 

で楽しもう、を実施しました。 

■ 実施日 10 月 28 日 14 時～ 

実施場所 新宿南口 「ルミネ The よしもと」 

「ルミネ The よしもと」は

JR 新宿駅南口すぐの

「LUMINE 2」の 7F にあり、

漫才やコントなどのネタ

に加え、豪華なタレント

たちによるスペシャルコ

メディなどが観られます。

参加者数は 15 名と小

人数でしたがテレビで観るより断然迫力あり非日常を楽しめ、 

 

 

「 暑気払い懇親会 」  

■ 開 催 日   ８月２５日（日） １２時～１５時 

■ 開催場所   横浜中華街 大珍楼新館 

■ 会   費   ５，０００円 

 

暑気払い懇親会を横浜中華街 大珍楼新館で行いました。 

１６名のメンバーが参加し、美味しい中華料理に舌鼓を 

打ちながら談笑と近況報告の時間を持ちました。 

年賀会や総会に縁遠くなった方も参加されており、酒を 

酌み交わしながら、旧交を温める時間でした。 

 

［第二ブロック （神奈川県＋静岡県）］＋［やまゆり会］ 

 

 

第３ブロックの地域密着活動として今年度は、年賀会は合同

開催、親睦会は県別開催としております。 

埼玉県では、「彩の会・夏季親睦会」を毎年７月第１日曜日に

開催しており、彩の会親睦会としては第３３回目の開催です。 

■日時：令和元年７月７日（日）１２：００～ 

■会場：「魚鮮水産」大宮西口店 

梅雨の最中でしたが天候に恵まれ、群馬・栃木・都内から５名

の参加があり、総勢３０名で盛況に開催することができました。

従来は夕刻開始でしたが、平均年齢も上がってきたこともあり

今回からお昼の開催としましたが概ね好評でした。 

掘りごたつ式のテーブルでしたので、腰を据えての宴会にな

りがちですが、皆さんお互いの席を行き来して大いに 

会話を楽しんで頂きました。 

 

 

台風前で心配された天気は、秋晴れ

の好天気に恵まれた中、秋のイベント

「千葉港めぐり」が開催されました。 

■実施日：2019 年 10 月 9 日(水)   

■内容：観光船「あるめりあ」による千

葉港めぐり＆ポートタワー展望レストラ

ンで昼食会 

■参加者：24 名 

千葉港めぐり観光船「あるめりあ」に乗船し、高さ 125m の ポ

ートタワーを眺めながら、コンテナターミナルや食品コンビナート

など海から眺める千葉の街を見学しました。甲板からかもめの

餌を手にすると、餌を取りにかもめ達が群がってきます。 

そうこうしているうちに 40 分間で千葉港めぐりを終了。 

   

沢山の芸人が思いっきり笑

わせてくれました。 

芸人がネタを１０分前後で披

露目していき合計で 1時間

強の公演.でした。 

観劇終了後新宿で懇親会

を実施、和気あいあいと楽し

い 1 日を過ごすことができました。 

第 1 ブロックでは今後も楽しいイベントを企画しますので是非ご

参加ください。 

第 1 ブロック長  柿本政昭（3256） 

＜第１ブロック委員は下記の方々です＞  （敬称略） 

中村典男 （3692） 矢島五一  （4283） 

広田彰夫 （4759） 臼井輝一郎 （5188） 

 

２０１９年 暑気払い懇親会 【 第二ブロック＋やまゆり会 】 

 

第２ブロック長 北村 卓士（3038） 

＜第２ブロック委員は下記の方々です＞  （敬称略） 

有田知義 （2586） 岩田明也 （2705） 

狩野窪久士（4282） 竹下正喜 （4851） 

今野武廣 （4941） 濱田慶一郎（6527） 

 

 
   第３ブロック長河口 和幸（４４６３） 

携帯 090-5550-5464  

 

    <第３ブロック委員は下記の方々です>(敬称略) 

木戸 健二（２３５８） 朝子 正和（５０１７） 

阿部 清三（２４１３） 吉川 隆弘（５３１０） 

有川 顕（２４４２） 菅原 澄男（５８３８） 

鈴木 敏夫（４１９９）  

 

暑いぐらいの陽気で皆さん

既に喉はからからで、冷え

たビールを求めてポートタ

ワーへ移動 。地上 109m

にあるオーシャンビューレ

ス ト ラ ン 「 SEAGULL 

KITCHEN（シーガルキッチ

ン）」でビュッフェスタイルの

昼食会。矢田ブロック長 

の挨拶でスタート、眼下に

広がる市内の景色と料理

を堪能しながら楽しい一 

時を過ごしました。 

（１２）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                   ２０１９年度 秋冬号 
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第２ブロック 

第１ブロック 
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◇25 周年記念オープン    くすの樹ゴルフ倶楽部 

7/25 （晴れ）参加 18 名  （オープン参加 3名含む） 

当会では支部発足 25 周年

記念行事として例会休会月

である7月と2月にオープンコ

ンペを企画し、第１回をダブ

ルペリア方式で開催しました。 

入賞者は下記の通り  

順 位 お 名 前 グロス HC ネット 

優  勝 藤巻  昇 89 16.8 72.2 

準優勝 豊田 和行 82 9.6 72.4 

3  位 岸田  勇 95 21.6 73.4 

◇第 190 回 坂東ゴルフクラブ  9/26 （晴れ）参加 13 名 

今回も参加者 13 名と少し寂

しい例会となりましたが、絶好

のゴルフ日和のなか、楽しくプ

レイすることが出来ました。黒

住さんが好成績で優勝です。 

入賞者は下記の通り 

順 位 お 名 前 グロス HC ネット 

優  勝 黒住 忠秀 93 24 69 

準優勝 渡部  大 106 35 71 

3  位 豊田 和行 81 10 71 

◇今後の例会案内 

192 回 11 月２8 日 東武藤が丘 

193 回 12 月 19 日 紫ＣＣあやめ西 

 

 

・令和元年度前期は、5 月例

会を支部 25 周年記念大会に

するなど盛況のうちに 9 月例

会をもって終了。しかし、その

表彰を予定していた 10 月例

会は台風 19 号襲来で中止を

余儀なくされました。下期は

11 月例会からスタートします。 

・前期戦は接戦でしたが、6 月からトップを維持してきた仲澤さ

んが 9月も優勝し見事前期の覇者となりました。ベスト３は下

記の通りです。 

・懸案事項であった来年 4月以降の会場の件については、JR

神田駅近くの雀荘に内定いたしました。 

■前期戦入賞者（敬称略） 

優 勝 仲澤邦彦 

準優勝 上木公平 

三 位 松村政行 

■直近例会入賞者（敬称略・カッコ内は参加者数） 

 7 月（32 名） 8 月（25 名） 9 月（33 名） 

優 勝 増井茂造 上木公平 仲澤邦彦 

準優勝 仲澤邦彦 伊藤敏雄 永井正和 

三 位 西口孫一 木内常夫 吉田冨夫 

■今後の例会案内 

第 266 回 11 月 9 日 四馬露（前期戦表彰） 

第 267 回 12 月 14 日 四馬露（忘年会・奥様土産） 

第 268 回 1 月 11 日 四馬露（新春特別賞） 

 

 

◇第 230 回例会（両国・隅田川の「花火」を巡る） 7/20 

夏の風物詩は何と言っても花火大会、今回は日本で最初に

始まった隅田川の花火の歴史を訪ねるウォーキングです。蒸

し暑い気候の中、「両国花火資料館」で花火に纏わる色々な

話を伺って沢山の知識を修得出来ました。お蔭で皆さん花火

博士に成ってしまった様です。           参加 29 名                    

◇第 231 回例会（のぼうの城の舞台・行田巡り）  8/24 

気温 33℃、日照りの強い暑い日、秩父鉄道行田市駅に集合

しました。先に映画化された「のぼうの城」の舞台をテーマに歴

史に名を留める行田市を巡りました。「忍城址・行田市郷土博

物館」を見学、（豊臣秀吉が唯一落せなかった忍城です）。石

田三成が陣を構えた「丸墓山古墳」を巡り、「さきたま史跡の

博物館」にて「国宝」の詳しい説明を聞きました。参加 14 名 

◇第 232 回例会（お台場で最新科学を体験）   9/21 

爽やかに感じる日和と成って、９月例会は、「レインボーブリッ

ジ」を歩いて渡り、「お台場」という地域の名前にもなった、江戸

幕府の「台場跡」を見学しました。このあと、「日本科学未来館」

で最新科学を体験して頂くという日常生活を忘れて新たな体

験をしていただくウォーキングをしました。    参加 23 名                                                        

◇第233回例会（里山ガーデン＆よこはま動物園ズーラシア）10 /12 
超大型台風１９号の首都圏直撃の予報が出されたため、中止

としました。 

◇今後の例会案内 

234 回                               11 月 23 日 今注目の JAXA、見学ツアー 

2３5回 12 月 2１日 ディープな銀座を探検パート 2 

236 回 1 月 25 日 小金宿から森の広場へ 

237 回 2月15日 代々木上原から下北沢、梅が丘へ 

 

 

<月例会>7 月 18 日(木) 等々力渓谷 参加者 12 名 

長引く今年の梅雨、例会もの日も湿気の高い曇り空。今回の

撮影地は、都内唯一の渓谷「等々力渓谷」です。

赤い橋脚の「ゴルフ橋」、苔むした岩肌から流れ落

ちる「不動の滝」等、撮影スポットがありました。滲み

出る汗を拭きふき、懇親会場へ移動。乾杯もそこ

そこに冷えたビールで一息、カニのみそ焼きを摘み

に飲んで食べて、いつもの楽しい宴会でした。 

<月例会>8 月 休会  

<月例会>9月19日(木)宇喜多公&行船公園 参加者11名 

そよ風が心地よい秋晴れの日、2 カ月ぶりに顔を合わせた皆

さん、猛暑にも耐え元気でした。宇喜多公園(スポーツ施設)と

行船公園(小動物園と日本庭園)は隣接しており、区民の憩い

の場です。園児に交じりおじさん達も金網越しにサル・リス等撮

影に夢中、小動物と触れ合う園児にカメラを向け、

若返った気分です。懇親会は近くの中華料理、

食べ放題&飲み放題を堪能、楽しい一時でした。 

<月例会>10 月 17 日(木) 昭和記念公園 参加者 13 名 

曇り空の中、何度も来ている昭和記念公園です。コスモスを

求めていざ入園!?、猪が確認され安全確保できないとの事で

臨時休園。会長から今月の写真のテーマ「秋めく」が出された

が、入園出来ないので立川駅までテーマの被写体求めてウォ

ーキング。入園出来なかったストレスを懇親会で発散。隣の女

性陣と和気あいあい、いつもより楽しい会となりました。 

■今後の予定 
11 月 14日(木)、15 日(金) 富士山 12 月 12日(木) 銀座界隈 

1月 休会                 2 月 20日(木) 勉強会 

（１３）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                   ２０１９年度 秋冬号 
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7～10 月例会状況 

会場を日本将棋連盟、千駄ヶ谷将棋会館道場に変更し、半

年が経過しました。懸

念の 7月 8月は学校

が夏休みのため道場

は小学生で大混雑でし

たが、幸い天狗会員の

席が不足するまでのこ

とはなく一安心です。

現在10名の会員で毎

回 100％に近い参加

率です。 

できれば会員数を 15 名程に増やし、シーバンス時代以前の

ように総当たりのリーグ戦ができたらと考えています。 

例会終了後は千駄ヶ谷駅

近辺で毎回懇親会です。

尚、本年度は支部発足 25

周年で天狗会として記念に

「昼食会」を年内メドに実施

を考えています。 

お試し参加大歓迎、ご連絡

をお待ちしています。 

◇今後の予定  

211 回 11 月 27日 千駄ヶ谷将棋会館2F 

212 回 12 月 25日 千駄ヶ谷将棋会館2F 

213 回 1 月 22日 千駄ヶ谷将棋会館2F 

214 回 2 月 26日 千駄ヶ谷将棋会館2F 

 

 

 

■第 169 回（7月 16 日）青戸ボウル 

優  勝 小針武夫 626 点 

準優勝 佐藤初雄 603 点 

３  位 朝子正和 573 点 

小針さん 4月に続き 6回目の優勝 

■第 170 回（8月 20 日）青戸ボウル 

優  勝 金子孝昭 629 点 

準優勝 森田幸男 597 点 

３  位 佐藤初雄 585 点 

金子さん３年ぶり 7 回目の優勝。 

■第 171 回（9月 17 日）青戸ボウル 

優  勝 戸泉龍男 629 点 

準優勝 田沼 稔 582 点 

３  位 土屋 豊 579 点 

戸泉さん 9 ヵ月ぶり 11 回目の優勝。 

■第 172 回（10 月 15 日）ラウンドワン 

優  勝 土屋 豊 579 点 

準優勝 北村卓士 561 点 

３  位 廣瀬良次 546 点 

土屋さん６月に続き１０回目の優勝。 

■今後の予定 

第 173 回 11月19日（火） ラウンドワン池袋 

第 174 回 12月17日（火） ラウンドワン池袋 

第 175 回 1 月 21 日（火） 会場未定 

第 176 回 2 月 18 日（火） 会場未定 

 

 

 

★同好会の例会は１３時～１

７時までですが例会前の１時

間は囲碁センターから大盤の

解説版をお借りして、稲富会

長を講師として入門者、初級

者クラス対象の勉強会を行っ

ています。 

最近では大変わかりやすいと

上級者も参加して大変好評で

す。 

 プロの世界でも今年の春、仲

村菫ちゃんがわずか１０歳で

初段となり大きな話題になりま

したが今度は芝野虎丸八段

が囲碁七大タイトルの一つである名人位を獲得しました。１９

歳１１か月での獲得で史上最年少記録とともに九段昇格し４０

００万円（推定）を獲得しました。 

一度覚えたら生涯続けられる趣味として地域の同好の仲間も

できます。 

お試し参加大歓迎ですので事務局までお気軽に連絡くださ

い。 

◇今後の予定 

第 219 回 11 月 14 日 

日本棋院  

有楽町囲碁センター 

第 220 回 12 月 12 日 

第 221 回 1 月 9 日 

第 222 回 2月13日 

 

 

今年度発足した「歩こう会」の活動レポートです。 

北海道に新しい同好会がスタートしました。 

「歩こう会」（略称 SHA）です！ 

第１回は今話題の創成川イースト地区の歴史的な場所を巡り

ました。まずサッポロファクトリーに集合し、永山記念公園の緑

を散策、その後北海道神宮頓宮で権禰宜の中島さまから北

海道開拓と北海道神宮の歴史、また頓宮の由来など貴重お

話を伺う事が出来ました。さらに北海寺、新渡戸稲造記念公

園を経由して千歳鶴酒ミュージアムで試飲を楽しみ、各々お

土産を買って終了です。日常に何気なく通っている通りの脇の

公園、また、これの一本裏通りの直ぐ脇にこんなものがと、気

付いたり、頓宮の由来など知らなかった歴史に気づかされまし

た。初回のイベントを記念して、ビヴォビル屋上で BBQ と飲み

放題！ 

会員の団結と次回開催内容を確認しました。 

第2回は岩見沢駅から宝水ワイナリーを目指しました。岩見沢

は過去空知地区に多く有った産炭地の運送の要衝として栄え

た所です。（活動レポート詳細は HP 北海道ブロックに掲載） 

第 3 回は運河と歴史的建造物の町小樽の散策を予定 

新規入会大歓迎です。 

（１４）第 11５号                社友Ｔｏｋｙｏ                   ２０１９年度 秋冬号 
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■ 今年１１年目を迎えました。同好会としては唯

一の他支部との交流を図っています。大阪支

部「そうりゅう会」東北支部「ほくりゅう会」との合

同句会も毎年９月に恒例となっています。 

今年は「そうりゅう会」２０周年記念誌に当会会員の自選

句が掲載されましたので紹介致します。 

  江戸っ子の九尺二間は小宇宙   （みのる・成井） 

  門限を決めた我が家に門がない  （せいじ・成田） 

  朝起きて調子いいから医者に行く  （としお・森野） 

  七十代まだ窯変を疑わず       （酒坊・上原） 

  腹八分残りの二分は薬用       （いちお・野村） 

  戦争のない平和は良き時代      （ヨシ ・嶋 ） 

  暮らしぶり昭和が抜けぬ母でした   （小結・小松） 

  これだけはまだ欠けもせず夫婦椀   （けんじ・加納） 

  落札も裏で商談決めている      （のぶこ・小泉） 

  ここはまだ昭和が残る飲み屋街  （早苗・山口先生） 

■ 「とうりゅう会」へのご案内 

楽しみは頭ひねって五七五 

  あなたも川柳をかじってみませんか。投句から OK です。  

奇数月は幕張事務所で句会・偶数月は課題句を家に

居ながらの投句です。又毎年「句集」を発行しています。 
■今後のスケジュール 

第１４０回  １１月１４日 句会幕張事務所・印象吟 

第１４１回  12 月１５日 投句 

第１４２回 １月１４日 句会幕張事務所・新年会 

 

 

 

＜７月例会＞７月２４日（水）（第３５回）「城ヶ島とマグロ丼」 

今回は京急の「まぐろ切

符」を利用して城ヶ島散

策を実施、新入会員の

中田さんを含め１０名が

参加しました。城ヶ島は

北原白秋の詩で有名で

すが、詩のイメージとは違

い今回は好天に恵まれ、

「白秋記念館」を始め三

浦半島の先端に露出した断崖や波に削られた「馬の背洞門」、

東京湾や房総半島の眺めを堪能、お昼は「マグロ丼」を頂き

食後は買い物をして楽しい一日を過ごしました。 

＜９月例会＞９月２５日（水） （第３６回）「石老山散策」 

今回は低山（702ｍ）ながら巨

岩や奇岩があり起伏のある石

老山に登りました。ＪＲ相模湖

駅に 7 名が集まりバスで登山

口へ、個別に名前の付いた巨

岩を縫って急坂を上り古刹

「顕鏡寺」に到着、休息後も

登山道を進み、途中の展望台で景色を楽しみながら山頂に

到着、広場での昼食の際、幹事持参の食材やコーヒーを楽し

み下山、希望者はレジャーランドの温泉で疲れを癒しました 

【今後のスケジュール】 

１１月２７日（水） 鷹取山 

１月２９日（水） 大野山 

 

 

 

カラオケ同好会は２０１２年９月にスタートし、

９月例会からは８年目に入っています。 

今年度から会場変更で環境改善を図り、 

新しく「カラオケパセラ 上野公園前店」が 

会場になりました。 

格式の高い明るい部屋に変り、会員の皆様から好評です。 

カラオケパセラ側とタイアップして行っているサプライズの 

「誕生月プレゼント」も好評裡に進めています。 

本年度は社友会東京支部発足２５周年ですので、１２月の 

例会は楽しさの増す「忘年会」を採り入れて行います。 

豪華料理に楽しい催し等々を行う企画です。 

皆様 参加にコミットしてください。 お楽しみに！ 

■直近の例会結果 

＜ ７月例会＞ ７月６日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

カラオケパセラに移動して４回目の例会です。  （２４名参加） 

＜ ８月例会＞ ８月３日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

当月の参加人数減少はスケジュールが重複か。（１８名参加） 

＜ ９月例会＞ ９月７日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

参加の皆様は、元気で楽しい時間でした。    （２２名参加） 

＜１０月例会＞１０月５日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

参加人数は７割程度の出席率の推移です。   （２２名参加） 

■今後のスケジュール 

＜１１月例会＞１１月２日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

＜１２月例会＞１２月７日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

「 ２５周年記念 豪華忘年会を兼ねて行う企画 」 

＜０１月例会＞０１月４日（土） カラオケパセラ上野公園前店 

 

 

 

■活動場所が変更になっています 

・日本スポーツウェルネス吹矢協会 

・場所：東京都江東区江東橋 2-3-7 倉持ビル第一 ３階 

■日本スポーツウェルネス吹矢協会の会報に大塚正敏さん

の記事が掲載されていますので、ご紹介させて頂きます。 

■今後の練習スケジュール（錦糸町教室） 

  毎月第３金曜日が、定例の練習日です。 

11 月 15日（金） 12 時 50 分集合  13 時～15 時 

12 月 20日（金） 〃 〃 

1 月 17 日（金） 〃 〃 

とうりゅう会 カラオケ同好会 

吹矢同好会 
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各同好会の日程については変更することもあります。 

詳しくは支部ホームページ「メンバーサロン」の例会案内を確認下さい。 

日 曜 １２月 当番 日 曜 １月 当番
1 日 1 水

2 月 増本 2 木

3 火 3 金

4 水 4 土 カラオケ同好会（パセラ上野公園前）

5 木 5 日

6 金 沼 6 月 増本

7 土 カラオケ同好会（パセラ上野公園前） 7 火 執行役員会

8 日 8 水

9 月 門永 9 木 囲碁同好会（有楽町）

10 火 支部役員会 10 金 沼

11 水 11 土 平和会（四馬路）・新春特別賞

囲碁同好会（有楽町） 12 日

写そう会（銀座） 13 月 成人の日

13 金 とうりゅう会（投句） 渡部 14 火 とうりゅう会（幕張事務所）・新年会 門永

14 土 平和会（四馬路）・忘年会 15 水

15 日 16 木

16 月 吉田 17 金 吹矢同好会（錦糸町） 渡部

17 火 ボウリング同好会（ラウンドワン池袋） 18 土 支部年賀会（パセラリゾーツ上野）

18 水 19 日

19 木 ＷＯＢ会（紫あやめ西） 20 月 吉田

20 金 吹矢同好会（錦糸町） 中村 21 火 ボウリング同好会（青戸）

21 土 歩こう会（（ディーブな銀座を探検） 22 水 天狗会（将棋会館）

22 日 23 木

23 月 橋爪 24 金 中村

24 火 25 土 歩こう会（小金宿から森の広場へ）

25 水 天狗会（将棋会館） 26 日

26 木 27 月 橋爪

27 金 広田 28 火

28 土 29 水 遠遊会（大野山　西丹沢の展望台）

29 日 30 木

30 月 31 金 広田

31 火

12 木

日 曜 ２月 当番 日 曜 ３月 当番
1 土 カラオケ同好会（パセラ上野公園前） 1 日

2 日 2 月 中村

3 月 増本 3 火 支部役員会

4 火 広報委員会／執行役員会 4 水 増本

5 水 5 木

6 木 6 金 沼

7 金 沼 7 土 カラオケ同好会（パセラ上野公園前）

8 土 平和会（調整中） 8 日

9 日 9 月 橋爪

10 月 吉田 10 火 とうりゅう会（幕張事務所）

とうりゅう会（投句） 11 水 門永

建国記念の日 12 木 囲碁同好会（有楽町）

12 水 13 金 成田

13 木 囲碁同好会（有楽町） 14 土 平和会（調整中）

14 金 渡部 15 日

15 土 歩こう会（代々木上原から下北沢、梅が丘へ） 16 月 吉田

16 日 17 火 ボウリング同好会（青戸）

17 月 門永 18 水 渡部

18 火 ボウリング同好会（青戸） 19 木

19 水 春分の日
20 木 写そう会（勉強会） 吹矢同好会（錦糸町）

21 金 吹矢同好会（錦糸町） 中村 21 土

22 土 22 日

23 日 天皇誕生日 23 月 橋爪

24 月 振替休日 24 火

25 火 橋爪 25 水 天狗会（将棋会館）/遠遊会（見沼公園） 中村

26 水 天狗会（将棋会館） 26 木 WOB会（検討中）

27 木 WOB会（25周年千葉セントラル） 27 金 写そう会（小金井公園） 広田

28 金 広田 28 土 歩こう会（関宿の城下町を探訪する）

29 土 29 日

30 月 増本

31 火

20 金

11 火
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